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■臨床工学科
平成19年度目標
◆安全な医療機器の提供
　1）定期的な医療機器の点検・修理を確実に行う。
　2）点検内容の見直しを行い内容の充実を図る。
　3）正しい取り扱い方法を指導し、マニュアル化する。
　4）中央管理システムを見直し更なる充実を図る。
　〈評　価〉
　　　年間計画を立て点検を行っている。透析業務の多忙などにより遅れは生じているが、安全な機器提供を目
　　標とし、点検による故障事故防止に努めている。経時劣化してきている機器も多いため内容、期間など検討
　　し見直しを行っている。取り扱い方法の指導としては、新しい機器については勉強会を開催し、正しい取り
　　扱い方法を知ってもらうようにし現在使用している機器についてもマニュアル化し使用方法の統一を図る
　　ため作成中である。
◆医療事故防止
　1）インシデントの集計・分析を通して事故因子の排除に努める。
　2）感染対策についての意識を高める。
　〈評　価〉
　　　インシデントについては、スタッフが自主的に改善策を見出す事が出来るようチームでの話し合いの上、
　　透析室全体での話し合いを行っている。キャンペーンでは「Wチェックの徹底」を目標する事により意識づ
　　けされWチェック忘れによるインシデントは減少傾向にあった。今後も迅速な再発予防、改善策を検討して
　　事故防止に努めたい。
　　　透析室でのラビネット使用の徹底はされているようである。今後も研修会の積極的な参加などによりそれ
　　ぞれの意識を高めて取り組んでいきたいと思う。
◆患者への情報提供の充実
　1）Ns部門と協力し、情報提供の充実、均一化を図り患者自らが目標を見いだせるよう援助する。
　2）Nsとの情報交換の充実を目指す。
　〈評　価〉
　　　患者への情報提供として委員が中心となり透析新聞を発行している。手に取る姿が多く見られ今後、情報
　　提供の1つとなり定着しっっあると思われる。
　　　情報については、迅速で的確な提供をするよう心掛けている。今後もスタッフの教育に力を入れ、安心し
　　て透析治療を受けられる環境作りを目指したい。
◆自己啓発
　1）院外研修、発表への積極的参加により自己の意識向上に努める。
　2）日常業務に則した学習、勉強会を行う。
　3）Ns部門と協力し、お互いの知識を駆使した学習会を効率よく行う。
　4）QC活動への積極的な参加を行う。
　〈評　価〉
　　　透析室での勉強会は身近なテーマで月ごとに担当を決め行なった。積極性に欠けている気はするが、内容
　　としては日常業務の知識として役立つものだったのでも今後も継続していきたい。
　　　学会発表については、3演題発表参加した。発表参加の目標は達成とする。
　　　院外研修は機器の安全管理に関するものが多くなり積極的な参加での情報収集が必要であり今後もより多
　　くのスタッフの参加を目指す。
　　　QC活動は安全で迅速な機器の提供できるシステム作りの一歩として今後の活動に役立てていきたい。
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今後の展望
　　中央管理も定着し他部署の協力が得られ機器の安全かっ有効活用ができる環境となってきた。
　　機器の保守管理も義務化され、今後も機器についての研修会の積極的参加により多くの技術、知識を取得し
　メーカー依頼件数をより少なくし、技術、知識の向上はもちろんのことコスト削減にも繋げたい。また計画的
　に行い故障による事故を防ぐよう努める。
　　機器の安全使用の為の研修会も積極的に行い、機器使用手順書作成、チェックリストの見直しと作成、機器
　に簡易的説明書を添付するなど、機器操作による事故発生を防止対策も検討していきたい。
研修内容
平成19年度5月第34回日本血液浄化技術研究会学術大会参加
6月 透析室勉強会　ロングアクティブ壷皿ポ製剤について
ｧ析療法学会『ダイアライザー性能評価』発表
7月 透析室勉強会　IV型ダイアライザーBGについて
ﾅ新透析液の話題
V人向け呼吸器勉強会開催
8月 透析室勉強会　安全な透析を行う為の工夫について
ﾌ臓疾患の病態整理
､っ病について
oES－SαとAPS－Eの比較検討報告会
ﾄ吸器e－360説明会
10月 透析室勉強会　補体活性化　アナフィラキシー　APTT　AT皿
ﾃ固剤の種類と特性
11月 透析室勉強会　アルミニウム中毒　透析アミロイド症　手根管症候群
ｷ期透析患者における代表的合併症と治療法・予防法
ｧ析療法学会「ダイアライザー性能評価』発表
k海道透析技術談話会参加
12月 透析室勉強会　透析器の効率について　除水について
ｧ析患者の味覚障害
ﾄ吸器e－360説明会
平成20年度1月透析室勉強会　メタボリックシンドロームについて
_イアライザーの種類と性能
ｴ潔不潔　感染　消毒について
2月 透析室勉強会　ANP　BNP　DWの設定方法　CTRの測定
~急心肺蘇生方法
D幌市病院学会　『離床検知機の試作』発表
謔V回医療機器安全対策研究会参加
纓ﾃ機器バーコード教育セミナー参加
3月 透析室勉強会　災害対策　静脈圧　透析圧　脂質代謝異常
?処理について　最近の動向をふまえて
d気メス使用説明会
謔P回医療機器保守・管理セミナー参加
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